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Research Category Grant-in-Aid for Encouragement of Scientists
Allocation Type Single-year Grants
Research Field 臨床医学
Research Institution Kanazawa University
Principal Investigator 堀江 翔   ⾦沢⼤学, 附属病院, 作業療法⼠
Project Period (FY) 2015
Project Status Completed (Fiscal Year 2015)
Budget Amount *help ¥200,000 (Direct Cost: ¥200,000)
Fiscal Year 2015: ¥200,000 (Direct Cost: ¥200,000)
Keywords 書字 / 評価 / なぞり動作
Outline of Annual Research
Achievements
【研究⽬的】 
書字は⽇常⽣活動作の中でも就学及び就労する上で重要な動作のひとつである. 書字能⼒の評価に関して実験的研究は筆圧, 速度, 筋活動などの報告が散⾒され
るが, 臨床場⾯においては読みやすさなどの主観的評価がほとんどである. そのため臨床場⾯で書字能⼒を定量化できる評価が求められている. 本研究の⽬的は,
書字, 特にペン操作能⼒を, 図形のなぞり動作で評価し, 動作中の筆圧や上肢の荷重量, 関節⾓度等の測定項⽬からペン操作能⼒に影響を与える要因を選出する事
である. 
【研究⽅法】 
対象は本研究に同意を得た右利きの健常⼤学⽣8名. 測定課題は丸の中に三⾓を挿⼊した図形(⼤きさ約2.5cm)を課題として, ⾒本に沿ってなぞり書きを⾏う. ま
た図形を6区画に分け, 1区画毎にメトロノームに合わせてなぞり書きを⾏い, 被験者間の速度をそろえる. 測定パターンとして書字に対する指⽰を変更して計測
し(1)強さ : 「強い」「弱い」(2秒1区画)(2)速度 : 1秒1区画・3秒1区画(3)正確さ : 「速く書く」「丁寧に書く」(スピード任意)の6パターンを実施. 測定項⽬
は(1)圧⼒ : ペン圧, 筆記⾯圧, ⼿部・前腕圧(2)速度系 : 書字時間(3)⾓度 : ⼿関節掌背屈, 橈尺屈, (4)正確性 : 課題図形の線からずれた部分の⾯積を測定(ズレ
⾯積とする)とした. 測定機器は圧についてはディケイエイチ製の圧⼒板と筆圧ペン, ⾓度については2軸電気⾓度計(Biometrics社製)を使⽤した. 解析は各測定
パターンが圧⼒, ⾓度, ズレ⾯積に与える影響をt検定にて検討した. 
【結果と考察】 
ズレ⾯積は速度が遅い⽅が有意に⼩さかった. 筆圧, 上肢の圧⼒, 関節⾓度に関しては指⽰による強制的な差以外は測定パターンによる有意差は認めなかった. 速
度以外の項⽬に関して関係性を認めなかったが, 被験者が少数であった影響があり, 今後被験者数を増加し, 加えて多因⼦での分析を⾏っていく必要がある.
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